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「さいたま市リーディングエッジ企業」のご紹介
さいたま市リーディングエッジ企業認証支援制度とは

さいたま市が独創性・革新性に優れた技術を持つ市内の研究開発型ものづくり企業を「さいたま市リーディングエッジ企業」として
認証する制度です。認証企業は、新製品開発や国際競争力向上に資する支援を受けることができます。

（公財）さいたま市産業創造財団と連携し、企業ニーズに即したオーダーメイド型の支援を提供！

①新技術開発・新事業展開支援
　● 高度な技術力をベースに、新たな技術や製品の開発を  
       促進するための補助を実施
　● 企業課題に沿った専門家を派遣し、課題解決を支援

③人材確保・人材育成支援
　● 大学生や高専生との交流機会の創出、課題に応じた集
       合研修等の企画

②海外展開・販路拡大支援
　● ドイツで開催される展示会に共同出展等を行い、販路  
       拡大や技術交流を促進
　● 国際展開のための戦略立案や海外現地調査のための補 
       助を実施

④広報・情報発信支援
　● 工業系新聞や、ビジネス誌、地域経済情報誌等を通じ  
       た企業情報の発信

事業の目的
●ものづくり企業の成長・発展
●市内経済の活性化や新たな雇用の創出

認証企業のメリット
●認知度や信頼性の向上
●技術開発や販路拡大の促進

認証

主 な 支 援 内 容

さいたま市 経済局商工観光部 企業成長推進課 さいたま市浦和区常盤６-４-４  TEL:048-829-1371 
https://www.city.saitama.lg.jp問い合わせ先：

山田マシンツール株式会社（2014 年度認証）

さいたま市リーディングエッジ企業紹介

商社とメーカー、二つの顔で製造現場に最適ソリューションを　

　山田マシンツールは戦後間もない 1947 年、機械工具商を祖業に東京都中
央区八丁堀で「山田商店」として個人創業しました。その後は埼玉県内に自
動盤の製造や治工具の製作工場を構え、68 年に現商号に変更しています。
　現在では、①世界各国から特殊な機械工具・切削工具を国内メーカーに販
売する「機械工具事業」、②金属部品などに文字や記号をマーキングする刻印
機を開発・製造する「マーキングシステム事業」、③工場の自動化ラインを設計・
製造する「FA（ファクトリーオートメーション）事業」を主な事業としています。
　輸入商社機能とメーカー機能の両面を一体で手掛け、2008 年 12 月にはタ
イ・バンコクに現地法人を設立し、海外展開も進めています。2025 年 9 月
期売上高は 10 億 6,500 万円。

　1968 年に刻印機の製造を自社工場で
開始して以降、プレス式、ダイヤル式、
ハンディ式（インパクト式）、レーザー
式、インクジェット式と多様なマーキ
ング装置を開発。ニッチ分野における
トップクラスの企業として知られ、と
くに自動車業界では、1975 年に創業者・
山田登羅敏氏が苦心惨憺して開発した
NC 自動選字打刻機がトヨタ自動車に
採用されたことが大きな転機となり、
その後も業界のトレーサビリティシス
テムを支え続けています。
　2018 年 6 月には経済産業省「戦略的
基盤技術高度化支援事業（サポイン事
業）」に採択されるなど、優れた技術力
は高い評価を得ており、常に時代に合
わせた技術革新を進めています。

本社：東京都台東区台東 1 丁目 23 番 6 号
代表者：山田 雅英
創業：1947 年 3 月　設立：1953 年 1 月　
資本金：1,000 万円
従業員数：38 名（2026 年 9 月現在）
拠点：工場・マーキングシステム事業部（さいたま市中央区）、 
　　　東北出張所（福島県郡山市）
事業内容：刻印・刻印機の製造販売、工作機械・各種工具の販売
https://yamada-mt.co.jp/

■代表メッセージ
　私たちは今日までプロとしての自覚を胸に、誠意と
努力をもって製造業の発展に寄与すべく尽力してまい
りました。
　これからもお客様に最適なソリューションを提供す
ることを最優先し、ご期待に沿えるように一層の努力
をいたす所存です。益々のご愛顧、ご支援のほどをよ
ろしくお願い申し上げます。

　顧客の製造ラインをオーダーメイドで設計・製造する FA 事業を幅広く展開してお
り、近年はタイ現地法人との連携で日系自動車部品メーカーの工場内に大型溶接自
動ラインを構築するなど、海外にも事業領域を拡大しています。
　部品の複雑化を背景に製造現場で専用加工機や検査工程等が増加するなか、独自
開発した SMAP（スマップ）工法（※下記イラストはイメージ）では、加工工程の集約・
自動化を実現。人手不足やシビアなコスト環境に置かれる製造業に対し、自動化・
省人化ニーズに応える解決策を提案しています。

事業内容

当社の強み 注目ポイント
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「さいたま市リーディングエッジ企業」のご紹介
さいたま市リーディングエッジ企業認証支援制度とは

さいたま市が独創性・革新性に優れた技術を持つ市内の研究開発型ものづくり企業を「さいたま市リーディングエッジ企業」として
認証する制度です。認証企業は、新製品開発や国際競争力向上に資する支援を受けることができます。

（公財）さいたま市産業創造財団と連携し、企業ニーズに即したオーダーメイド型の支援を提供！

①新技術開発・新事業展開支援
　● 高度な技術力をベースに、新たな技術や製品の開発を  
       促進するための補助を実施
　● 企業課題に沿った専門家を派遣し、課題解決を支援

③人材確保・人材育成支援
　● 大学生や高専生との交流機会の創出、課題に応じた集
       合研修等の企画

②海外展開・販路拡大支援
　● ドイツで開催される展示会に共同出展等を行い、販路  
       拡大や技術交流を促進
　● 国際展開のための戦略立案や海外現地調査のための補 
       助を実施

④広報・情報発信支援
　● 工業系新聞や、ビジネス誌、地域経済情報誌等を通じ  
       た企業情報の発信

事業の目的
●ものづくり企業の成長・発展
●市内経済の活性化や新たな雇用の創出

認証企業のメリット
●認知度や信頼性の向上
●技術開発や販路拡大の促進

認証

主 な 支 援 内 容

さいたま市 経済局商工観光部 企業成長推進課 さいたま市浦和区常盤６-４-４  TEL:048-829-1371 
https://www.city.saitama.lg.jp問い合わせ先：

山田マシンツール株式会社（2014 年度認証）

さいたま市リーディングエッジ企業紹介

商社とメーカー、二つの顔で製造現場に最適ソリューションを　

　山田マシンツールは戦後間もない 1947 年、機械工具商を祖業に東京都中
央区八丁堀で「山田商店」として個人創業しました。その後は埼玉県内に自
動盤の製造や治工具の製作工場を構え、68 年に現商号に変更しています。
　現在では、①世界各国から特殊な機械工具・切削工具を国内メーカーに販
売する「機械工具事業」、②金属部品などに文字や記号をマーキングする刻印
機を開発・製造する「マーキングシステム事業」、③工場の自動化ラインを設計・
製造する「FA（ファクトリーオートメーション）事業」を主な事業としています。
　輸入商社機能とメーカー機能の両面を一体で手掛け、2008 年 12 月にはタ
イ・バンコクに現地法人を設立し、海外展開も進めています。2025 年 9 月
期売上高は 10 億 6,500 万円。

　1968 年に刻印機の製造を自社工場で
開始して以降、プレス式、ダイヤル式、
ハンディ式（インパクト式）、レーザー
式、インクジェット式と多様なマーキ
ング装置を開発。ニッチ分野における
トップクラスの企業として知られ、と
くに自動車業界では、1975 年に創業者・
山田登羅敏氏が苦心惨憺して開発した
NC 自動選字打刻機がトヨタ自動車に
採用されたことが大きな転機となり、
その後も業界のトレーサビリティシス
テムを支え続けています。
　2018 年 6 月には経済産業省「戦略的
基盤技術高度化支援事業（サポイン事
業）」に採択されるなど、優れた技術力
は高い評価を得ており、常に時代に合
わせた技術革新を進めています。

本社：東京都台東区台東 1 丁目 23 番 6 号
代表者：山田 雅英
創業：1947 年 3 月　設立：1953 年 1 月　
資本金：1,000 万円
従業員数：38 名（2026 年 9 月現在）
拠点：工場・マーキングシステム事業部（さいたま市中央区）、 
　　　東北出張所（福島県郡山市）
事業内容：刻印・刻印機の製造販売、工作機械・各種工具の販売
https://yamada-mt.co.jp/

■代表メッセージ
　私たちは今日までプロとしての自覚を胸に、誠意と
努力をもって製造業の発展に寄与すべく尽力してまい
りました。
　これからもお客様に最適なソリューションを提供す
ることを最優先し、ご期待に沿えるように一層の努力
をいたす所存です。益々のご愛顧、ご支援のほどをよ
ろしくお願い申し上げます。

　顧客の製造ラインをオーダーメイドで設計・製造する FA 事業を幅広く展開してお
り、近年はタイ現地法人との連携で日系自動車部品メーカーの工場内に大型溶接自
動ラインを構築するなど、海外にも事業領域を拡大しています。
　部品の複雑化を背景に製造現場で専用加工機や検査工程等が増加するなか、独自
開発した SMAP（スマップ）工法（※下記イラストはイメージ）では、加工工程の集約・
自動化を実現。人手不足やシビアなコスト環境に置かれる製造業に対し、自動化・
省人化ニーズに応える解決策を提案しています。

事業内容
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